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　 気づけば、 大分に来て十二年が経つ。

　 当時三歳だっ た長男は中学生に、 大分で生ま れた次男も 来年は中学生になる 。 時の流れは本当にあっ と

いう 間だ。

　 大分に来たばかり の頃は、 分から ないこ と ばかり だっ た。 土地勘も なく 、 知り 合いも いない。「 こ こ で

暮ら し ていける のだろ う か」 と 、 不安でいっ ぱいだっ た。

　 けれど 、 子ど も たちが幼稚園に通い、 少し ずつ話せる 人が増え、 子ど も たちにも 友達ができ たこ と で、

暮ら し は少し ずつ変わっ ていっ た。 人と のつながり が生ま れる と 、 不安は少し ずつ和ら ぎ、 毎日が楽し く

なっ ていっ た。

　 さ ら に私の暮ら し を 大き く 変えたのは、 ラ ジオパーソ ナリ ティ と いう 仕事だっ た。

　 大分に来て二年目ぐ ら いに始めたその仕事は、 私にと っ て大き な転機であり 、 未知の世界への一歩でも

あっ た。

　 音楽と 地域の話題を 伝える 中で、 地名の読み方や発音を 間違えて恥ずかし い思いを し たこ と も ある 。 で

も 、そう し た経験を 重ねる う ちに「 も っと 大分のこ と を知り たい」と いう 思いがど んど ん強く なっていった。

　 そし てリ ス ナーから 届く メ ッ セージにも 育てても ら っ た。「 紅葉がき れいだよ 」「 こ のお店の○○はおす

すめ」など と 聞けば、 必ず確かめに出かけた。 自分の目で見て、 耳で聞いて、 体で感じ る こ と で、 私にと っ

てかけがえのない場所がど んど ん増えていっ た。

　 一方で、 子育ても ま た私に学びを 与えてく れた。 地域の人や友人に助けても ら いながら 暮ら す中で、 人

と のつながり がある と 、 子育ても 暮ら し も こ んなに豊かになる のだと 気づく こ と ができ た。 そし て、 支え

ても ら う だけではなく 、「 私も こ の大分のために何か力になれる こ と がある かも し れない」 と も 思う よ う

になっ た。

　 そこ で始めたのがボラ ン ティ ア活動だ。 サン タ ク ロ ース に扮し て家庭や病院、 施設など を 訪問し 、 子ど

も たちに特別な思い出を 届ける 活動を 四年前に始めた。 災害ボラ ン ティ アと し ても 活動し ている 。 ま た、

おおいた子ど も ・ 子育て応援県民会議の公募委員も 務めたこ と で、 今の子ど も たちの置かれた環境や抱え

ている 課題も 見えてき た。

　 こ う し た経験を 通じ て気がついたのは、 大分には子ど も を 中心に考え、 安心し て育つ環境を 作ろ う と 努

力する 大人がたく さ んいる と いう こ と だ。 子育てを し ている 親と し て本当にあり がたく と 思う 一方、 ま だ

必要な支援やサービ ス がある こ と も 感じ る 。 だから こ そ、 も っ と 子ど も に優し い大分になっ てほし い。 そ

し て、 その歩みに少し でも 力を 添えら れたら と 思う 。

　 こ れから 先、 私は大分でど んな未来を 歩んでいく のだろ う 。

　 私が大切にし たいのは、 いつでも 挑戦を 楽し む自分でいる こ と だ。 回り 道も あっ たけれど 、 こ れま でい

ろ いろ な挑戦を 重ねてき た。 その姿を 子ど も たちに見せる こ と で、「 失敗し ても 、 回り 道でも 、 やっ てみ

れば道は開ける 」 こ と を 伝えら れる と 信じ ている 。

　 そし て、 ふる さ と の未来について考える と き 、 私が願う のは「 子ど も が安心し て挑戦でき る 大分」 だ。

豊かな自然の中で育ち、 人と のつながり に支えら れ、 子ど も たちは夢を 自由に語り 、 挑戦し 、 失敗し ても

ま た立ち上がる こ と ができ る 場所。 そんな大分を 次の世代に残し ていき たい。

　 県外から 来た私にと っ て、 最初は「 知ら ない場所」 だっ た大分。 けれど 今では、 子ど も と 共に歩み、 成

長し てき たかけがえのない場所と なっ ている 。 こ れから も 大分で得た学びや経験を も と に、 人と 人を つな

ぎながら 、 ふる さ と の未来を 描いていき たい。

「 わたし の未来」 と 「 ふる さ と の未来」 はき っ と 重なっ ている 。

　 だから 、 未来のために私はこ れから も 挑戦を 続けていく 。
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